
1.当該カスタマーハラスメント事案が発生した年及び月 

令和８年５月 

 

2.請求者が行う事業活動が属する業種 

小売業 

 

3.カスタマーハラスメントに該当すると判断した行為者の言動 

衣料品販売店のレジにて、行為者の前の客が会計に時間を要していたことや、行為者の会

計時に行為者自身が複数回物を落としてしまったことについて苛立ったことから、その腹

いせに、接客を行った店員（請求者）に対し、「何ニコニコしてんだよ、殺すぞ」との発言

を行った。 

 

4.確認又は認定を行った理由 

請求者からの聞き取りと証拠資料をもとに事実関係を検証した結果、当該言動が実際に

あったことが認められた。当該言動は、要求内容の妥当性がなく、その手段・態様が社会

通念上不相当である。さらに、就業者の就業環境を害するおそれがあることから、カスタ

マーハラスメントに該当すると判断する。 

なお、本件は、行為者を特定しない場合であることから、行為者への聞き取りを行わず

に判断を行ったものである。 

請求者からの聞き取り内容について、具体性、詳細性等の観点から検討を加え、客観的

な証拠資料とも矛盾がないことから信用性があると判断した上で、証拠資料と総合して上

記結論に至ったものである。 

 

 


